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要約  

・ イタリアでは、外出が規制されている。 

・ 身体不活動、特に身体活動を急激に止めることは、心血管疾患や

代謝疾患のリスクを高める。 

・ 身体の不活動に起因する健康への影響を考慮し、スポーツや屋

外の身体活動は認められている（対人距離は少なくとも1m維持）。 

・ 閉鎖の措置がとられている世界中の国に対し、アプリやビデオで

行う自宅内でのエクササイズ、十分な対人距離がとれるウォーキン

グなどの屋外活動を例外的に認めることを推奨する。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 基礎疾患を有する患者。 

・ 普段は各コミュニティで生活期の心臓リハビリテーションを行ってい

るが中断を余儀なくされている患者や利用者。 

・ 上記の者に対して、遠隔リハを含む非監視下の在宅リハなど、各

施設での対応が急務である。 


